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   第 ２ 回  熊本県議会  厚生常任委員会会議記録 

 

令和３年４月19日(月曜日) 

            午前９時58分開議 

            午前11時２分休憩 

            午前11時６分開議 

            午前11時41分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 令和３年度主要事業等説明 

 報告事項 

  ①令和３年度４月補正予算の概要につい 

   て 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 橋 口 海 平 

        副委員長 髙 島 和 男 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 池 永 幸 生 

        委  員 城 戸   淳 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

健康福祉部 

部 長 早 田 章 子 

   総括審議員 

兼政策審議監 沼 川 敦 彦 

医 監 池 田 洋一郎 

長寿社会局長 下 山   薫 

子ども・ 

障がい福祉局長 木 山 晋 介 

健康局長 三 牧 芳 浩 

健康福祉政策課長 椎 場 泰 三 

首席審議員 

兼健康危機管理課長 上 野 一 宏 

高齢者支援課長 篠 田   誠 

認知症対策・         

地域ケア推進課長 本 田 敦 美 

社会福祉課長 永 野   茂 

子ども未来課長 坂 本 弘 道 

子ども家庭福祉課長 米 澤 祐 介 

障がい者支援課長 下 村 正 宣 

医療政策課長 阿 南 周 造 

  国保・高齢者医療課長 池 永 淳 一 

健康づくり推進課長 岡   順 子 

薬務衛生課長 樋 口 義 則 

病院局 

病院事業管理者 渡 辺 克 淑 

総務経営課長 杉 本 良 一 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 前 原 真由美 

   政務調査課課長補佐 松 本 浩 明 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

○橋口海平委員長 おはようございます。 

 ただいまから第２回厚生常任委員会を開会

いたします。 

 まず、開会に当たりまして、一言御挨拶申

し上げます。 

 第１回厚生常任委員会で委員長に選任いた

だきました橋口海平でございます。今後１年

間、髙島副委員長と共に誠心誠意、円滑な委

員会運営に努めてまいりたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 委員各位におかれましては、御指導、御鞭

撻をいただきますよう心からお願い申し上げ

ます。 

 また、健康福祉部長、病院事業管理者をは

じめとする執行部の皆様方におかれまして
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も、御協力のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 簡単ではございますが、御挨拶とさせてい

ただきます。 

 続いて、髙島副委員長から挨拶をお願いし

ます。 

 

○髙島和男副委員長 同じく第１回委員会で

副委員長に選任されました髙島和男でござい

ます。橋口委員長を補佐しながら円滑な運営

に努めてまいりますので、執行部の皆さん、

そしてまた、委員各位におかれましては、御

協力よろしくお願い申し上げます。 

 

○橋口海平委員長 本日は、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、３密を防ぐため、次

第に記載のとおり、執行部の説明と質疑応答

を２つのグループに分けて実施することとし

ております。 

 なお、今回は、執行部を交えての初めての

委員会でありますので、初めに、執行部の幹

部職員の自己紹介をお願いします。 

 課長以上については自席からの自己紹介と

し、審議員ほかについては、お手元にお配り

しております役付職員名簿により紹介に代え

させていただきます。 

 それでは、早田健康福祉部長、渡辺病院事

業管理者に続き、役付職員名簿の順番によ

り、自席から自己紹介をお願いします。 

  （健康福祉部長～薬務衛生課長の順に自 

   己紹介） 

○橋口海平委員長 ありがとうございまし

た。 

 １年間、このメンバーで審議を行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、主要事業等の説明に入ります。 

 今回は、マスコミ等の入室についても一部

制限をしており、これに対処するため、パソ

コン等で視聴できるよう庁内に配信しており

ますので、発言内容が聞き取りやすいよう、

マイクに少し近づいて、明瞭に発言をいただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、早田部長から総括説明を行い、

続いて、担当課長から順次説明をお願いしま

す。 

 

○早田健康福祉部長 それでは、令和３年度

の健康福祉部の主要事業等について御説明申

し上げます。 

 健康福祉部では、全国的にいまだ収束が見

通せない新型コロナウイルス感染症への対応

に加え、令和２年７月豪雨、熊本地震の被災

者支援の３つの最重要課題に取り組んでまい

りました。 

 令和３年度も、引き続き、これら３つの最

重要課題に全力で取り組むほか、そのほかの

喫緊の課題にも対応し、あらゆる世代、環境

に置かれた県民が共につながり、支え合いな

がら、安全、安心に、そして自分らしく暮ら

せる熊本の実現を目指してまいります。 

 それでは、令和３年度の主な施策につい

て、新型コロナウイルス感染症への対応、令

和２年７月豪雨及び熊本地震への対応、喫緊

の課題への対応の３つに分けて御説明申し上

げます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症への対応

についてです。 

 現在、全国的に感染が拡大傾向にある中、

県内においても、徐々に感染者数が増加し、

直近１週間では約90人の感染者が確認されて

います。さらに、変異株の可能性のある感染

者も増加し、医療機関や高齢者施設等におい

てクラスターが発生するなど、非常に強い危

機感を持って対応に当たっております。 

 一方で、ワクチン接種については、４月14

日時点で県内の医療従事者の約３割が１回目

の接種を完了しています。また、４月12日に

は高齢者への接種が県内で始まりました。引
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き続き、希望される全ての方に円滑にワクチ

ンを接種していただけるよう、接種体制の構

築に取り組んでまいります。 

 令和３年度の主な施策については、検査体

制等の充実に向け、ＰＣＲ検査機器等の整備

を行う医療機関や地域・外来検査センターへ

の運営等を支援するとともに、保健所の機能

強化のため、疫学調査等を行う人材確保に取

り組みます。 

 また、医療提供体制の強化に向け、入院病

床及び宿泊療養施設をさらに確保するととも

に、入院患者受入れ医療機関への設備整備支

援や人材派遣による支援等を実施してまいり

ます。 

 さらに、ワクチン接種を円滑に進めるた

め、専門的な相談を受け付ける相談窓口の設

置や実施主体である市町村の支援等に取り組

んでまいります。 

 加えて、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大により経済的に影響を受ける独り親家庭

や生活困窮者等への相談体制を強化し、困難

を抱える方を支援してまいります。 

 次に、令和２年７月豪雨及び熊本地震への

対応についてです。 

 まず、令和２年７月豪雨については、昨年

12月までに建設型仮設住宅24団地、808戸が

完成し、３月31日現在、当面の住まいである

仮設住宅に3,950人の方が入居されていま

す。また、発災から５年を迎えた熊本地震に

ついては、ピーク時の約４万8,000人から約

99％の方が住まいの再建を果たされました。 

  引き続き、地域支え合いセンターによる訪

問活動や県独自の住まいの再建支援策の活用

などにより、被災された方々に寄り添いなが

ら、きめ細やかな支援を進めてまいります。 

 あわせて、次なる災害に備え、要配慮者が

利用される施設の避難確保計画や、市町村に

よる避難行動要支援者の個別計画の作成支援

に取り組んでまいります。 

 次に、その他の喫緊の課題への対応とし

て、主なものを３点御説明します。 

 １点目は、子供を安心して産み育てられる

環境整備についてです。 

 保育の受皿のさらなる拡充や多子世帯の子

育て負担の軽減など、出会いから結婚、妊

娠、出産、子育てまで切れ目のない支援の充

実を図ります。 

 また、子ども食堂や里親への支援、児童相

談体制の強化などにより、子供を社会で守り

育てる仕組みを推進してまいります。 

 ２点目は、健康寿命の延伸に向けた健康づ

くりについてです。 

 人生100年時代を見据え、県民の健康寿命

の延伸を目指し、医療費分析に基づく疾病や

重症化の予防、市町村が進める健康づくりの

取組への支援を強力に進めるとともに、生涯

現役社会の実現に向けて、高齢者の就労や社

会参加を支援してまいります。 

 ３点目は、誰もが住み慣れた地域で安心し

て暮らし続けられる仕組みづくりについてで

す。 

 医師、看護職員や介護従事者等の確保、育

成、勤務環境改善や負担軽減を図る取組など

により、地域医療や介護サービスの提供体制

を充実させ、地域で安心して暮らし続けられ

る仕組みづくりを進めてまいります。 

 また、農福連携の推進による障害者の就業

の場の確保やひきこもり支援体制の整備を図

ります。 

 このほか、殺処分ゼロを目指す動物愛護の

取組についても、引き続き推進してまいりま

す。 

 以上、特別会計を含む健康福祉部の令和３

年度の当初予算の総額は、3,764億8,000万円

余となり、骨格予算として編成した令和２年

度当初予算額と比較しますと、278億円余の

増となっております。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につ

きましては、関係各課長が説明いたしますの

で、よろしくお願い申し上げます。 
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○橋口海平委員長 引き続き、前半グループ

の健康福祉部の８課の担当課長から順次説明

をお願いします。 

 

○椎場健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 お手元の説明資料、令和３年度主要事業及

び新規事業の２ページをお願いいたします。 

 まず、項目欄のところでございますけれど

も、災害弱者支援の推進についての項目をお

願いします。 

 １の災害弱者支援事業は、要配慮者利用施

設の避難計画の作成支援及び市町村が行う要

支援者個別計画の作成経費について助成を行

う事業でございます。 

 次に、災害救助対策の推進の項目をお願い

します。 

 １の災害救助事業は、平成28年熊本地震及

び令和２年７月豪雨の被災者に対しまして、

災害救助法に基づき、応急仮設住宅の供与等

の救助を行う事業でございます。 

 ２の災害弔慰金事業は、市町村が、災害弔

慰金の支給等に関する法律に基づき、熊本地

震及び令和２年７月豪雨の被災者に対しまし

て支給する災害弔慰金及び災害障害見舞金に

係る負担金を交付する事業でございます。 

 次に、被災者支援の項目をお願いします。 

 １の地域支え合い支援センター運営事業

は、熊本地震及び令和２年７月豪雨被災者の

安心した日常生活を支え、早期の生活再建を

支援するため、市町村が設置、運営する地域

支え合い支援センターの活動に要する経費に

ついて助成を行う事業でございます。 

 ２の災害ボランティアセンター支援事業

は、県社会福祉協議会が行う災害ボランティ

アセンター設置・運営研修事業に要する経費

について助成を行う事業でございます。 

 次に、「すまい」の再建支援の項目をお願

いいたします。 

 １の住まいの再建支援事業につきまして

は、住まいの再建を行う応急仮設住宅入居者

等に対しまして、再建に要する経費について

助成を行う事業でございます。 

 次に、資料の３ページ、お願いします。 

 地域福祉の推進の項目でございます。 

 １の地域福祉計画推進・支援事業について

ですが、誰もが尊重され、参加し、支え合

い、地域社会を目指した県地域福祉支援計画

の改定や地域福祉の推進を図る事業でござい

ます。 

 ２の地域福祉総合支援事業は、地域福祉活

動団体が行う「地域の縁がわ」等の施設整備

や地域福祉支援計画の推進に寄与する事業等

に要する経費について助成を行う事業でござ

います。 

 ３の地域共生社会推進事業につきまして

は、地域住民同士の支え合い活動や市町村の

包括的な相談支援体制整備事業の推進を行う

事業でございます。 

 健康福祉政策課は以上でございます。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 令和３年度主要事業及び新規事業の４ペー

ジをお願いいたします。 

 主要事業のうち、主なものについて説明さ

せていただきます。 

 まず、項目、感染症対策の推進のうち、２

の肝炎対策事業でございますが、これは、Ｂ

型・Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝炎患者の

治療及び肝炎が重症化し、肝がん、重度肝硬

変になられた方の入院治療に要する医療費の

助成や肝炎ウイルス検査を実施する事業でご

ざいます。 

 次に、５の新型コロナウイルス感染症保健

所機能強化事業、新型コロナウイルス感染症

医療・検査等体制整備事業及び新型コロナワ

クチン接種体制支援事業でございます。 

 これは、新型コロナウイルス感染症に対応
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するために、国の交付金等を活用して、保健

所機能強化のための相談事業の委託や疫学調

査等の人員確保、感染症法に基づく入院医療

費の助成、検査体制の整備及びワクチン接種

に関する専門的な相談に対応する相談窓口の

設置などに要する経費でございます。 

 資料の５ページをお願いいたします。 

 項目、食品の安全確保対策の推進のうち、

１のと畜検査整備事業、食鳥肉処理安全対策

事業及び対米等輸出食肉検査事業です。 

 これは、屠畜場などで処理される食肉の検

査や施設への衛生指導並びに認定された対米

等輸出施設への指導等を行う事業でございま

す。 

 次に、３の食品営業監視事業です。 

 これは、食品等の安全確保を図るため、営

業施設への監視指導や国際標準の食品衛生管

理手法であるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の

普及促進や技術的支援などを行う事業でござ

います。 

 項目、動物の愛護管理の推進のうち、１の

犬取締事業及び動物愛護管理事業でございま

す。 

 これは、狂犬病予防法、動物愛護管理法に

基づく犬の保護、抑留、犬猫の引取り、譲渡

など、保健所や動物愛護センターにおける動

物の管理を実施する事業でございます。 

 次に、２の動物愛護推進事業及び動物愛護

センター維持補修費でございます。 

 これは、第３次熊本県動物愛護推進計画に

基づく殺処分ゼロを目指す動物愛護に関する

啓発や譲渡促進並びに新動物愛護センター整

備等に関する事業でございます。 

 健康危機管理課は以上でございます。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 ６ページでございます。 

 まず、元気高齢者に対する取組といたしま

して、１番の高齢者能力活用推進事業につき

ましては、熊本さわやか長寿財団が高齢者の

就労支援をしておりますが、そこで行います

無料職業紹介事業に要する経費について助成

をするものでございます。 

 ２番の老人クラブ活動の推進で、(1)が県

老人クラブ連合会の運営に対する助成でござ

いまして、(2)のほうが市町村老人クラブへ

の運営費の助成でございます。 

 続きまして、要介護高齢者等に対する取

組、介護人材の確保の分野ですけれども、１

番の福祉人材緊急確保事業につきましては、

福祉・介護分野における人材の新規参入促進

や、求人求職のマッチング機能の強化、介護

現場への定着支援などについて事業を行うも

のでございます。 

 続きまして、７ページに飛びますけれど

も、７ページの３番、福祉系高校修学資金等

貸付事業費補助でございますが、介護福祉士

等の資格取得を目指します高校生への修学資

金等の貸付けを行います熊本県社会福祉協議

会に対しまして、貸付原資等について助成を

するものでございます。 

 ４番と５番が外国人の関係でございまし

て、４番のほうが、経済連携協定、ＥＰＡに

基づきます外国人介護福祉士候補者に対する

学習支援に要する経費でございまして、５番

のほうが、留学生に対して行います学習支援

に要する経費について助成をするものでござ

います。 

 ６番でございますが、介護職員勤務環境改

善支援事業につきましては、高齢者施設等で

介護ロボット等を導入する経費について助成

をするものでございます。 

 飛びまして、８ページのほうをお願いいた

します。 

 要介護高齢者等に対する取組で、これ、介

護基盤の整備でございますけれども、１番が

介護基盤緊急整備等事業でございまして、第

８期の計画に基づきまして、地域密着型特別

養護老人ホーム等の整備に要する経費につい
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て助成をするものでございます。 

 ２番が水害対応分の施設整備事業でござい

まして、高齢者施設等におきます垂直避難用

エレベーターの設置等に要する経費について

助成をするものでございます。 

 ３番の介護施設等における防災リーダー養

成等支援事業につきましては、介護施設等に

おきます介護職員の防災力向上研修やＢＣＰ

の策定に関するアドバイザーを派遣する事業

でございます。 

 ４番でございますが、介護施設等における

簡易陰圧装置・換気設備支援事業につきまし

ては、介護施設等における簡易陰圧装置の設

置や換気設備の整備に要する経費について助

成をするものでございます。 

 最後に、５番、介護サービス事業所等にお

けるサービス継続支援事業につきましては、

感染者等が発生しました事業所等におきまし

て、介護サービスの継続に要する経費につい

て助成をするものでございます。 

 高齢者支援課は以上でございます。 

 

○本田認知症対策・地域ケア推進課長 認知

症対策・地域ケア推進課です。 

 説明資料の９ページをお願いいたします。 

 まず、項目欄、認知症施策の推進について

でございます。 

 説明欄を御覧ください。 

 １の認知症診療・相談体制強化事業は、認

知症に対して適切な医療、介護を提供するた

めに、認知症疾患医療センターの運営や、市

町村や医科、歯科、薬剤師等関係機関の連携

体制、相談体制の充実強化を推進するための

経費です。 

 ２の若年性認知症対策事業は、若年性認知

症の方を支援する関係者のネットワークの構

築や受入れ可能なサービス事業所等の研修支

援のために要する経費です。 

 ３の認知症サポーターアクティブチーム支

援事業は、認知症サポーターの中でも活動に

積極的な団体をアクティブチームとして認定

するほか、見守り活動等の活性化のため、民

間団体等に助成する経費です。 

 ４の権利擁護人材育成事業、５の成年後見

制度利用促進体制整備推進事業は、制度利用

促進のための研修、人材育成に係る市町村へ

の助成、また、新たに感染症対応として、オ

ンラインを活用した体制整備に係る経費につ

いて助成するものです。 

 説明資料の10ページをお願いいたします。 

 項目欄、地域包括ケアの推進です。 

 説明欄を御覧ください。 

 １の地域包括ケア多職種人材育成事業は、

高齢者の自立支援や介護予防に携わる医療や

介護の専門職の人材育成研修に助成する経費

です。 

 ２の在宅医療サポートセンター事業、３の

訪問看護推進事業、次のページにございます

７の在宅歯科医療機能強化事業は、地域包括

ケアに関わる医科、歯科、看護等専門職の体

制強化や相談対応等への支援に要する経費に

ついて助成するものです。 

 ４の地域包括ケアシステム構築加速化事業

は、専門職の派遣など、市町村を包括的に支

援するための経費です。 

 ５の高齢者を支える地域活動支援事業は、

地域資源が乏しい中山間地域などにおいて、

生活支援サービスに取り組もうとする事業者

等への支援に要する経費です。 

 ６の在宅医療連携推進事業は、在宅医療を

担う医療、介護等多職種の関係機関の連携体

制構築を推進するための経費です。 

 次のページ、８の復興リハビリテーション

センター設置・運営事業は、７月豪雨の被災

地に介護予防の専門職を派遣するための体制

整備に要する経費です。 

 続いて、項目欄、市町村介護保険事業の円

滑な推進です。 

 説明欄を御覧ください。 

 １の介護給付費県負担金交付事業、２の地
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域支援事業交付金交付事業、３の第１号保険

料県負担金交付事業は、いずれも市町村に対

する法定負担金、交付金です。 

 ４の介護保険財政安定化基金事業は、介護

保険法に規定する基金の償還金及び運用利息

を積み立てるものです。 

 ５の第８期介護保険事業計画支援事業は、

今年度から３か年となります第８期計画の推

進及び市町村業務の効率化に向けた研修会の

開催等に要する経費です。 

 認知症対策・地域ケア推進課は以上でござ

います。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 令和３年度の主要事業及び新規事業につい

て、主なものを説明させていただきます。 

 資料12ページをお願いいたします。 

 まず、生活困窮者等に対する取組でござい

ます。 

 説明欄の１、生活保護の適正実施の(1)福

祉事務所費及び(2)生活保護適正実施推進事

業は、県の福祉事務所や本庁における生活保

護の適正な実施を推進するものでございま

す。 

 次に、２の扶助費の(1)生活保護費、(2)生

活保護県費負担金は、生活保護受給者に対す

る生活扶助や住宅扶助などに要する経費でご

ざいます。 

 13ページをお願いします。 

 ３の生活困窮者に対する自立支援でござい

ます。 

 (1)の生活困窮者総合相談支援事業は、生

活困窮者のための相談支援窓口を設置し、自

立支援プランの作成などの総合的な支援を行

うもので、(2)の自立支援プラン推進事業

は、(1)の事業で策定された自立支援プラン

に基づき、就労準備や家計改善、子供の学

習、生活支援等を行うものです。 

 (3)の自立相談支援機関等の新型コロナウ

イルス感染症セーフティーネット強化事業

は、生活困窮者からの相談が増加しているこ

とから、相談支援機関等の体制を強化するも

のでございます。 

 (5)の日常生活自立支援事業は、熊本県社

会福祉協議会が行う認知症高齢者等への自立

支援事業に要する経費について助成するもの

でございます。 

 14ページをお願いいたします。 

 (7)のひきこもり支援推進事業は、ひきこ

もり地域支援センターにおいて、ひきこもり

の御本人や家族等への相談支援、支援者の養

成などに総合的に取り組む事業でございま

す。 

 ４の民生委員費は、民生委員、児童委員の

活動に必要な費用の弁償や研修等を行うもの

でございます。 

 次に、戦没者等の援護でございます。 

 １の特別給付金等支給事務費は、昨年４月

から受付を開始している第11回の戦没者遺族

に対する特別弔慰金の裁定等を行うものでご

ざいます。 

 最後に、社会福祉施設等の指導監査等でご

ざいます。 

 ２の小規模法人のネットワーク化による協

働推進等事業は、複数の小規模法人等がネッ

トワークを構築して行う地域貢献や人材確保

のための取組に助成する事業でございます。 

 社会福祉課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○坂本子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 資料、引き続き15ページをお願いいたしま

す。 

 まず、教育・保育サービスの充実と地域に

おける子育て支援について、主なものを説明

いたします。 

 １番の子どものための教育・保育給付費

は、市町村が実施します保育所等のいわゆる
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施設型給付についての県負担金として、約18

0億円を計上しております。 

 次、４番の多子世帯子育て支援事業につき

ましては、市町村が実施する第３子以降の保

育料等の減免に対する県単独の助成制度でご

ざいます。 

 それから、６番の保育士等確保対策費、こ

れにつきましては、県社協が実施しておりま

す保育士の資格取得に係る貸付け、それから

保育士の再就職支援等に対する助成などでご

ざいます。 

 おめくりいただき、16ページをお願いいた

します。 

 ７番の予備保育士確保促進事業、新規事業

でございます。 

 待機児童を抱える市町村において、その解

消のために、年度当初から配置基準を超えて

保育士を確保する保育所等に対して、県と市

町村でその経費の一部を助成する事業でござ

います。 

 それから、11番について、児童健全育成事

業、これにつきましては、市町村が実施す

る、いわゆる放課後児童クラブ、県下に500

か所ほど設置されていますが、その運営費に

対する助成、約13億円を計上しております。 

 それから、17ページをお願いいたします。 

 13番、放課後児童健全育成事業等における

ＩＣＴ化推進事業、これ、新規事業となって

おりますが、新型コロナ対応で昨年度も補正

予算で計上したもので、放課後児童クラブ等

のＩＣＴ化を推進するための助成でございま

す。 

 続いての項目、結婚・妊娠・出産・子育て

に係る切れ目のない支援でございますけれど

も、まず、１番の少子化対策総合交付金事

業、これにつきましては、市町村が実施する

総合的な少子化対策に対する県単独の助成事

業でございます。 

 ２番、３番につきましては、本県独自に推

進しておりますよかボス企業の周知推進に係

る経費でございます。 

 それから、４番、不妊対策事業、これにつ

きましては、特定不妊治療あるいは不育症な

どに対する助成制度で、国庫補助で今年の１

月から制度が拡充されておる事業でございま

す。 

 続きまして、おめくりいただきまして、18

ページをお願いいたします。 

 ６番、多子・多胎世帯子育て支援総合交付

金についても新規事業でございます。 

 在宅で多子、いわゆる３人目以降あるいは

多胎児、双子ちゃん以上でございますが、そ

ういった方の子育てをされる家庭に対し、市

町村が育児サービスの利用料を補助する場合

などに助成するという県単独の助成事業を創

設しております。 

 最後に、９番、感染症流行下における妊産

婦総合対策事業、新規事業となっております

が、これも昨年度の補正予算でスタートした

ものでありまして、新型コロナに対する妊産

婦の方々の不安解消のために、寄り添い型の

支援と検査費用の助成を行うものでございま

す。 

 子ども未来課、以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 説明資料の19ページをお願いいたします。

主な事業につきまして御説明させていただき

ます。 

 まず、項目、児童虐待防止と社会的養育の

推進につきまして、７つの事業を上げており

ます。 

 まず、１、子ども虐待防止総合推進事業で

ございますけれども、こちらにつきまして

は、児童相談所を中心に児童虐待防止対策を

推進するとともに、関係機関との連携を強化

するものでございます。 

 次に、２、児童家庭支援センター事業でご
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ざいますけれども、こちらにつきましては、

児童に関する相談や支援を地域に密着して行

います児童家庭支援センターにつきまして、

今年度新設する３か所を含め、合計７か所設

置、運営をするための経費でございます。 

 １つ飛ばしまして、４、児童養護施設等及

び里親委託に係る措置費につきましては、保

護を必要とする児童を児童養護施設に入所、

または里親に委託した際に必要となる経費等

を負担するものでございます。 

 ２つ飛ばしまして、説明資料20ページをお

願いいたします。 

 ７、児童養護施設等における新型コロナ対

策支援事業につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症への対応といたしまして、児童養

護施設等におけるマスク等の購入経費やかか

り増し費用について助成するものでございま

す。 

 次に、ひとり親家庭等福祉の推進につきま

して、４つの事業を掲げております。 

 このうち、３、ひとり親家庭等学習支援・

交流事業につきましては、公民館等を活用し

て、ボランティアの学習支援員が独り親家庭

の子供に対して学習支援を行うなどの取組を

実施するものでございます。 

 また、４、ひとり親家庭等支援事業につき

ましては、独り親家庭に対する就業相談等の

支援に要する経費につきまして助成するもの

でございます。新型コロナウイルス感染症へ

の対応といたしまして、オンライン講座も実

施することを予定しているものでございま

す。 

 次に、説明資料の21ページをお願いいたし

ます。 

 項目、ＤＶ対策の推進につきまして、１、

ＤＶ対策につきましては、若年層に対するＤ

Ｖの未然防止教育等の啓発、ＤＶ被害者等か

らの相談対応、被害者の保護等の取組を行う

ものでございます。 

 最後に、厳しい環境に置かれている子ども

達への支援の項目でございます。 

 このうち、２、子ども食堂支援につきまし

ては、子ども食堂の安全、安心な活動や新規

開設を支援するため、新型コロナ感染症対策

として昨年度から実施している衛生対策に要

する経費の助成に加えまして、新規事業とい

たしまして、コーディネーターの配置等を行

うものでございます。 

 子ども家庭福祉課は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 資料の22ページをお願いいたします。主な

ものを御説明させていただきます。 

 まず、地域生活支援の充実です。 

 説明欄１の障害福祉サービス費等負担事業

は、障害者の入所や通所のサービス利用につ

いて、２の障害児施設給付費等支給・障害児

施設措置事業は、障害児のサービス利用や措

置入所等について、県の負担金を交付するも

のでございます。 

 ３は、新型コロナウイルスの感染防止に配

慮した障害福祉サービスの事業継続に要する

経費について助成を行うものでございます。 

 ４の発達障がい者支援センター事業は、県

内２か所に設置しております発達障がい者支

援センターにおいて、相談支援や研修などの

総合的な支援を行うものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 保健医療体制の充実についてでございま

す。 

 説明欄１の更生医療費は、18歳以上の身体

障害者について、２の精神通院医療費は、精

神障害者の通院医療費について、医療給付に

係る負担金を交付するものでございます。 

 ３は、市町村が行う重度心身障害児・者へ

の医療費助成事業に対する助成を行うもので

す。 

 ４の精神保健医療費は、精神障害者の措置
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入院などに関する業務を行うものです。 

 １つ飛びまして、６の発達障がい者支援医

療体制整備事業は、熊本大学に発達障がい医

療センターを設置し、身近な地域に対応でき

る専門医の養成を行うとともに、発達障がい

者支援センターに心理士を配置して、診断待

機解消に向けた事業を行うものでございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 ８の自殺予防等対策推進事業は、新型コロ

ナウイルスの対応に含む自殺予防のための市

町村などへの支援や相談支援事業などを行う

ものでございます。 

 次に、社会参加の推進についてです。 

 １の市町村地域生活支援事業は、障害者の

社会参加を推進するため、市町村が行う相談

支援事業や手話通訳者派遣などの意思疎通支

援事業などについて助成を行うものでござい

ます。 

 １つ飛びまして、３の工賃向上計画支援事

業は、工賃向上３か年計画に基づき、研修会

や販売会の開催、また、農福連携などの推進

などを行うものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 安全・安心の推進についてです。 

 １から３の事業は、精神保健福祉センター

やこころのケアセンターを活用して実施して

いまして、１は熊本地震の被災者に対して、

２は豪雨災害の被災者に対して、３は新型コ

ロナウイルスに不安を抱える県民に対して、

心のケア支援を行うものでございます。 

 最後に、差別の解消及び権利擁護の推進に

ついてです。 

 障害者条例推進事業は、障害のある人もな

い人も共に生きる熊本づくり条例に基づき、

相談体制の整備や普及啓発などを行うもので

ございます。 

 障がい者支援課は以上です。よろしくお願

いいたします。 

 

○橋口海平委員長 以上で前半グループの説

明が終わりましたので、質疑を受けたいと思

います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って着

座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

○池田和貴委員 子ども家庭福祉課の事業

で、20ページの４番、ひとり親家庭等支援事

業。新型コロナ対策で、独り親に対する心理

的なサポートを含めた就業相談、今年度の支

援に要する経費について助成するということ

ですけれども、これ、どこが主体となってや

る事業なのか、ちょっと教えていただけます

か。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 これにつきましては、県のひとり親家庭福

祉協議会が中心になって行うことを予定して

いるものでございます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 ひとり親家庭福祉協議会と

いうの、ちょっともう少し詳しく教えてもら

っていいですか。すみません。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 こちらの協議会

につきましては、独り親家庭の就労相談です

とか、生活の相談ですとか、そういったこと

を中心に幅広い分野の相談を受け付けている

協議会でございまして、ＬＩＮＥでの広報活

動ですとか、相談者への支援などを行ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 どういった方がメンバーに

なられているのか、ちょっと教えてくださ
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い。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 会長につきまし

ては、藤井氏が会長を行っているところでご

ざいます。会長の略歴につきましては、今ち

ょっと把握しておりませんので、また、後刻

お調べしてお答えさせていただきます。 

 

○池田和貴委員 後でいいですから、もうち

ょっと詳しくここを説明をしていただくよう

にお願いをしたいと思います。 

 もう１個、続けていいですか。 

 これ、部長の挨拶の中であったんですけれ

ども、１ページ目、変異株の可能性のある感

染者も増加し、という御挨拶がございました

が、これ、変異株については、毎日メールで

状況とかをお知らせいただいてありがとうご

ざいます。 

 変異株もいろいろあって、英国型だとか、

昨日のＮＨＫスペシャルなんかを見ると、ほ

かのやつもあったりとか、また、それが合体

すると、また大変だよというような話も実は

あったりしてます。 

 熊本におけるこの変異株というのは今どう

いう状況になっているのか、また、調査につ

いては、国立感染症研究所のほうに検体送ら

れて、それでその結果に基づいてやるんです

けれども、それは変異株全てについてどうい

うのがあったかというのは答えとしてもらえ

るようになるんですか、それともこれに対し

てどういう対応するのかもちょっと教えてい

ただきたいと思います。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 まず、変異株の熊本県内での状況でござい

ますけれども、先週末時点で、陽性者の約７

割近くが変異株の可能性があるということ

で、変異株の検査は保健環境科学研究所でま

ずスクリーニング検査を行っておりますの

で、そこで陽性になれば変異株の可能性があ

る、恐らくイギリス型、南アフリカ型、それ

とブラジル型、このいずれかであろうという

ことが推定されるということで、可能性があ

るということで、その割合がもう既に７割近

くになっております。 

 それと、その確定でございますけれども、

それは国立感染症研究所に送りまして、１～

２週間かかりますけれども、遺伝子配列をゲ

ノム解析を行ってもらいまして、そこがイギ

リス型なのか、南アフリカ型なのかというこ

とを特定してもらうわけなんですけれども、

熊本県で送りました検体につきましては、今

現在、確定が県で６例出ておりまして、全て

イギリス型ということになっております。 

 それと、今まで、昨年の２月から検体その

ものは国立感染症研究所に送り続けてきてお

ります。ただ、今全国的に変異株の疑いが増

えまして、国立感染症研究所に全国から検体

を送っておりますので、国立感染症研究所か

らは、もうちょっと検体を送るのを絞ってく

れというようなお願いが来ておりまして、恐

らく今はやっているのはイギリス型であろう

ということで、リンクがある、例えば、今回

のようにクラスターが出たような場合には、

全検体を送るんではなく、絞って代表的な数

名の検体を送るというような形で、国立感染

症研究所の負担も減らすべく、検体を送って

いる状況でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 これが変異型であろうが何であろうが、対

策は今までと変わらないやり方をやることに

なるんだろうというふうに思います。 

 ただ、昨日のＮＨＫスペシャル、ＡＩを使

ってというのは、ちょっと私も見たもんです

から、変異型になった場合には、今後また対

応が違うような可能性もあるかというふうに

思うので、そうなったときには迅速に、どう
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いうふうにやってくださいというのは、ちょ

っと私自身知見を持たないんで何とも言えな

いんですけれども、迅速に対応していただく

ことをお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○内野幸喜委員 今の関連でいいですか。今

課長のほうからも説明がありましたし、この

間もちょっと私、課長に直接お聞きしたんで

すが、国立感染症研究所のほうが検体を絞っ

てくれ、そうなった場合に、可能性があるも

のについて、これまでは、ほぼ変異株だろう

と、ただ、英国型、南ア型、ブラジル型の特

定をしてもらうような話だったんですけれど

も、今後検体を絞った場合、今までは可能性

ということだったんですが、今後はもう、ど

ういう状況なら……。それとも確定させない

形になるのか、それとももう県のほうで確定

させるということになるんですか、そこをち

ょっとお聞かせください。 

 

○上野健康危機管理課長 現在も、全検体感

染症研究所に送っているわけではなく、やは

りリンクが明らかにあるものに関しまして

は、３人リンクがあれば、そのうちのお２人

を送るとか、残った１人は送っていないとい

うような状況にはなっております。 

 ただ、両方とも、３人のうち２検体を送っ

て、２検体ともイギリス株ということである

ならば、リンクがあった残りのお１人、これ

に関しては、もうほぼ間違いなく同じ型と判

断していいかというふうに思っております

し、同じように、そのように扱うということ

にはなっております。 

 ただ、確定されたのかってなった場合に

は、あくまでも確定ではないということで、

そこはもうゲノム解析はしておりませんの

で、あくまでも確定ではなく、推定というこ

とにはなろうかと思ってます。 

 

○内野幸喜委員 ゲノム解析してないんで確

定ではないけれども、非常にその可能性が高

いということですね。 

 

○上野健康危機管理課長 ほぼ間違いなく同

じ型ということを断言できるかなと思ってお

ります。 

 

○内野幸喜委員 はい、分かりました。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○西聖一委員 ３点お尋ねします。 

 １点目は、ワクチン関連ですけれども、ワ

クチン対応は、国の動向で、まだ地方が、末

端が大変苦労するのはもう分かっております

が、１点お聞きしたいのは、献血ですね。こ

の対応で、ワクチンを接種した後は受けられ

ないんじゃないか、できないんじゃないかと

いう話も出てるようで、国の判断もまだ出て

ないようですけれども、この献血対策はしっ

かりしておくべきではないかというのを１点

お尋ねします。 

 ２点目は、社会福祉課の生活困窮者に対す

る貸付金の問題ですけれども、何度か県社協

のほうにも相談会っていいますか、陳情があ

って対応しましたが、一番問題なのは、不支

給になった場合に個人の方にその理由が示さ

れてないというのがあるのかなと思います。 

 県社協のおっしゃることはよく分かるんで

すが、市町村の社協の段階でもう大体貸付け

オーケーだろうと思われていた方が、県社協

の段階で貸付けが認められないという事例も

出てきて、県と市町村の社協の連携が少し取

れてないんじゃないかなというのを少し感じ

てますので、借りるほうとしては、少しでも

市町村からオーケーもらえばその気になって

る、なってるというか、期待してるんですけ

れども、県社協で貸付け否定されて、理由が
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ないというのはちょっとやっぱりいかがなも

のかなと思うので、これ、全国ではするとこ

ろもあるようですから、熊本県もできるだけ

本人に対して理由を説明できるようにしたら

どうかなというお願いです。 

 最後に、３点目ですけれども、子ども家庭

福祉課のほうで独り親対策、それからＤＶ対

策をすごくしていただいて本当ありがたいと

思いますが、この対象となる子供の実態をよ

く捉えられているのかなということで、特

に、６人に１人、13％という数字が出てるん

ですけれども、一体どれくらいの人が該当す

るのかなというのと、それから貧困対策につ

いては、外国の方の子供さんも熊本県内にい

らっしゃるので、そういう人たちもちゃんと

把握できてるのかということをお尋ねしたい

と思います。 

 

○橋口海平委員長 まず、１点目に関しては

薬務衛生課のほうでよろしいですか。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 今委員おっしゃいましたとおり、献血時、

ワクチンを接種していれば、献血が数か月で

きませんので、これにつきましては、日赤の

ほうと事前に打合せをしておりまして、今

回、事前の問診のほうを強化するように、き

め細かく丁寧に問診を行っていただくように

お願いしているところでございます。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 続けてよろしいですか、

西委員、続けての回答で。 

 

○西聖一委員 いいです。 

 

○橋口海平委員長 じゃあ２点目の永野課

長。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 お尋ねは緊急小口資金と総合支援資金の特

例貸付けの件だと思っております。 

 １点目の不承認の場合の理由の不開示とい

うことでございますけれども、これにつきま

しては、貸付けを申し込むとき、申込書の中

で、一応貸付け審査の結果、不承認となった

場合には開示されないことに同意するという

ことで取扱いをしております。不承認の理由

を全て開示をしていくと、いろいろ適正な審

査に支障があるということで、全国統一的な

取扱いとして不開示ということで申込みをし

ていただいているところでございます。 

 それと、２点目の市町村社協と県社協の関

係でございますけれども、実施主体の審査と

決定は県社協のほうで行うと。受付を市町村

社協のほうで行うということで、連携をして

取り組んでいただいておるというふうに認識

しておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

○橋口海平委員長 続きまして、３点目が米

澤課長。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 御質問ありがと

うございます。 

 独り親世帯ですとか、子供の貧困対策につ

きまして御指摘いただきました点、ちょっと

参考になる情報が１つございますので、お伝

えさせていただきます。 

 本県では、子供の貧困率の調査を27年３月

頃に行っているところでございまして、この

調査の中では、貧困線を下回る方の割合が15

％程度というふうに示されております。この

うち、さらに分析しまして、独り親世帯に限

りますと、その割合が上がりまして、43％、

44％ぐらいということが示されておりまし

て、そういったことから、議員御指摘のとお

り、独り親世帯に対する貧困率ですとか、経
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済的な状況で非常に厳しいものというふうに

承知をしております。 

 このような状況を踏まえまして、引き続

き、子供の貧困対策等、しっかり取り組んで

いきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○西聖一委員 貸付金のほうは連携を取って

いただいて、ただ、市町村社協のほうでは、

オーケーみたいにやっぱり言われてるもんだ

から、そこは本当連携しないと、やっぱり県

の社協で落ちるというのは、本人にとっては

大変残念なことだと思いますし、もし貸し付

けられないなら次の方策も示されると、県の

社協は対応するとお聞きしているんですけれ

ども、なかなかそういうふうになってないよ

うなので、御努力いただければと思ってま

す。 

 それから、貧困対策のほうで、27年の数字

で今動いていると思うんですけれども、この

コロナ禍によってますます増えてきてるんじ

ゃないかと思いますので、さらなる実態調査

といいますか、把握をしっかりした上で、い

ろいろ取組をお願いできればということでお

願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はあります

か。 

 

○内野幸喜委員 コロナのことで、ちょっと

また１点お伺いしたかったんですが、リスク

レベル、今後どうなるか分からないですが、

警戒レベルですね。例えば、有明圏域、今非

常に増えてきてます。これ、やっぱり福岡と

隣接してまして、普通に通勤だったり、通学

だったり、県をまたいでいるんですね。地域

によっては、熊本市内へ通勤するよりも福岡

市へ通勤のほうが時間的には早かったりする

ケースもあります。日々そういう往来があっ

てるんですね。 

 そうしたときに、例えば、福岡県がまん防

とかって今言ってますけれども、そうなった

ときに、例えば、県はどういうふうにするの

か、例えば、これ、県全体を警戒レベルを引

き上げるとかじゃなくて、医療圏ごと、例え

ば今県南とか阿蘇地域なんていうのは、あん

まり陽性者出てないわけですよね。今、有明

保健所管内では結構出てきていると。その医

療圏ごとのそういったレベルの引上げとか、

そういったことというのはあるんですか。例

えば、そういったことも考慮してもいいのか

なと、県全体をカバーするんじゃなくてです

ね。というのが、さっき言ったように、やっ

ぱり大牟田なんか結構普通に通勤通学してま

すし、この間、柳川市が１日で18人の陽性者

が出たと。柳川なんかも20～30分で行けるわ

けですから、その点どうなのかな、ちょっと

考えをお聞かせいただければなと思います。 

 

○上野健康危機管理課長 お尋ねのリスクレ

ベルの考え方でございますが、現時点では、

県内一円でのリスクレベルの適用ということ

を考えておりまして、そういった形で基準と

なる数値も設定しているところでございます

けれども、ただ、呼びかけといいますか、注

意喚起につきましては、やはり細やかな注意

喚起も今後必要になってくるのではないかな

というふうには考えております。 

 ただ、前回の呼びかけ、春ですかね、の呼

びかけでもちょっと問題になりました県境を

越えての移動で、出水に行って生卵を投げつ

けられたりとか、そういった事例もあってお

りますので、福岡の呼びかけとこちらの呼び

かけにそごがないようにもしていかなければ

いけないなというふうには思っております

し、特に生活圏内が同じだということ、そう

いった地域におきましては、特出しで、日常

の必需品を買いに行くとか、そういったこと

はもう当然、それは、もし外出自粛の要請を

したにしても、それは除外するというか、そ
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ういったのも併せてアナウンスをしていくべ

きではないかなというふうには考えておりま

す。 

 

○内野幸喜委員 基本的にやっぱリスクレベ

ルというのは県全体として考えるということ

ですね。 

 この間、私たちなんか福岡県内で会食って

なっても、多分大牟田とかだろうなと思うん

ですけれども、熊本の方は、こんな時期に福

岡まで行ってと言う方がいらっしゃったん

で、捉え方、やっぱりそうなんだろうなと思

うんですけれども、本当に今、非常に市民病

院でもクラスターが発生して、有明医療圏の

中核病院ですよね。非常に心配してるんです

けれども、ただ、広がりも何とか抑えられそ

うだなという話も入ってきてますので、今後

の推移を見守っていかなければと思っている

んですが、やっぱり県を越える、県をまたぐ

動きというのはどうしてもあるんで、その点

は、しっかりと注意喚起していただきたいな

と思います。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

 

○藤川隆夫委員 子ども未来課の妊産婦の総

合対策事業の件でちょっとお尋ねなんですけ

れども、現実問題として、妊産婦でコロナに

罹患をされた方っていうのが熊本県内にいる

のか、また、全国的にどういうような状況に

なってるのかっていうのと、当然罹患した場

合の体制整備というのが必要になってくるわ

けで、現時点で妊産婦を受け入れる病院等の

ベッドの確保ができてるのか、その対策が現

実的にどこまでできてるのか、ちょっと分か

れば教えてください。 

 

○坂本子ども未来課長 妊産婦のコロナ対策

ということで、申し訳ございません、罹患の

状況、それから確保の状況については、今少

しデータを持ち合わせておりませんので、整

理して、また御報告をしたいと思っておりま

す。 

 ＰＣＲ検査の助成については、何件か助成

の実績は上がっております。 

 申し訳ございません。 

 

○藤川隆夫委員 妊産婦が罹患するとやっぱ

り当然これ、大変な話になってくると思いま

す。胎児への影響も懸念されておりますし、

そういう意味においては、現時点で、妊産婦

が罹患するというのを想定した上で、きちっ

とした対応、対策というのを取っておく必要

があると思います。特に、ベッドの確保とい

うのは、私は大事だろうと思います。どこで

確保するかは別として、こういうふうな部分

も含めてぜひ検討をお願いしたいと思いま

す。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

 

○池永幸生委員 １つお聞きします。14ペー

ジですけれども、この民生委員さんたちの活

動の費用の弁償、これは従来どおりでしょう

か。一般質問でも言ったんですけれども、や

はり今から５年後、10年後というのは、もう

本当に老人クラブと一緒で、なくなる可能性

がある。やはり今からその手だてを考えるべ

きではなかろうかなと思いますけれども。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 民生委員の費用弁償の件……。 

 

○池永幸生委員 活動に対する費用、この予

算組んでありますけれども、これは妥当なの

か、もっともっと上げるべきじゃなかろうか

なと。 
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○永野社会福祉課長 今、１人当たり年間６

万ちょっとお支払いしておりますけれども、

令和２年度に５万9,000円から６万200円とい

うことで一応アップをしております。これが

交付税の算定基礎の額をそのままお支払いす

るような形になっておりますので、ほとんど

のところがその額になっていると思っており

ます。 

 あと、県以外で、市町村とか市町村の民児

協のほうから大体同じぐらいの額を助成され

ているというふうに聞いております。 

 あと、確保策につきましては、年々、特に

３年ごとの改選ごとに充足率が下がってきて

おりますので、できるだけ民生委員の方の負

担を軽減するような形で、市町村等のヒアリ

ングも行いながら、できるだけ支援をして充

足率を上げていきたいというふうに思ってい

るところでございます。 

 

○池永幸生委員 令和３年にはこの予算を組

んでありますけれども、やはり５年後、10年

後を見据えたときに、各県、各自治体での考

えも必要ではなかろうかなと思いますけれど

も。 

 

○永野社会福祉課長 民生委員個人の方に対

する費用弁償は先ほど申し上げたとおりなん

ですけれども、あと、民生委員・児童委員協

議会の活動に対する助成も必要ということ

で、これにつきましても、令和２年度から活

動費の助成をしておりまして、各民児協の活

動を支援していると。その中で、それぞれ研

修等していただいたりとか、支援の在り方を

検討いただいたりとか、そういうふうに活用

していただいていると思っております。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

 なければ、以上で前半グループの質疑を終

了します。 

 それでは、説明員の入替えを行いますの

で、しばらく休憩いたします。 

  午前11時２分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時６分開議 

○橋口海平委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 初めに、後半グループの健康福祉部健康局

及び病院局の各課長の自己紹介を自席からお

願いします。 

 健康福祉部、病院局の順でお願いします。 

 なお、審議員ほかについては、お手元にお

配りしております役付職員名簿により紹介に

代えたいと思います。 

  (医療政策課長～病院事業管理者、総務

   経営課長の順に自己紹介) 

○橋口海平委員長 ありがとうございまし

た。 

 １年間、このメンバーで審議を行いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 引き続き、後半グループの健康福祉部健康

局、主要事業等の説明に入ります。 

 なお、説明は、効率よく進めるために、着

座のまま簡潔に、また、発言内容が聞き取り

やすいように、マイクに少し近づいて、明瞭

に発言をいただきますようお願いいたしま

す。 

 それでは、健康福祉部健康局の担当課長か

ら順次説明をお願いします。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 26ページをお願いします。 

 医師確保総合対策の１、寄附講座開設事業

は、熊本大学病院に寄附講座を設置し、地域

医療を担う医師の養成や地域への派遣等に取

り組むものでございます。 

 ２、医師修学資金貸与事業は、知事が指定

する地域の公的医療機関などで一定期間就業
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することを条件に返還を免除する修学資金を

熊本大学医学部の学生に貸与する事業でござ

います。 

 次の看護職員確保対策、１、看護職員確保

総合推進事業は、看護職員のキャリアアップ

を支援するため、認定看護師等の資格取得に

要する経費の助成や熊本県看護協会に設置す

るナースセンターによる就労相談等を行うも

のでございます。 

 下の27ページ、３、看護師等修学資金貸与

事業は、知事が指定する医療機関等で一定期

間就業することを条件に返還を免除する修学

資金を看護学生に貸与する事業でございま

す。 

 ４、潜在保健師等人材バンク事業は、新規

事業となります。 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大時に逼

迫する保健所業務を支援する保健師等を確保

するため、潜在保健師、就業していない保健

師等に係る人材バンクの整備とその人材バン

クに登録した保健師等に対し研修を行うもの

でございます。 

 次の災害・救急医療対策、３、夜間安心医

療電話相談事業も新規事業となります。 

 夜間に急な病気をした際に、医療機関受診

の必要性等を助言する電話相談窓口を設置

し、県民に安心を提供するとともに、救急外

来に対応する医療従事者の負担軽減を図るも

のでございます。 

 28ページをお願いします。 

 へき地医療対策の１、へき地医療施設運営

費補助は、僻地診療所と僻地医療拠点病院に

よる僻地医療活動等に要する経費の助成や熊

本県へき地医療支援機構において僻地診療所

への医師派遣調整等を行うものでございま

す。 

 次の小児・周産期医療対策、１、小児医療

対策事業は、小児救命救急センターや小児救

急医療拠点病院の運営費についての助成、子

ども医療電話相談事業、いわゆるシャープ

8000等の運営経費でございます。 

 下の29ページの歯科医療対策、１、障がい

児・者歯科医療提供体制強化事業は、熊本県

歯科医師会立口腔保健センターが行う歯科診

療機能の強化や人材育成等に要する経費につ

いて助成を行うものでございます。 

 次に、医療提供体制の充実、３、病床機能

再編支援事業は、地域医療構想の取組の一環

として、将来の医療需要等を踏まえ、病床の

再編や削減を行う医療機関に対し給付金を支

給するものでございます。 

 ４、地域医療等情報ネットワーク基盤整備

事業は、熊本県医師会が取り組むＩＣＴを活

用し、医療施設間で患者情報を共有するくま

もとメディカルネットワークの構築に要する

経費について助成を行うものでございます。 

 30ページをお願いします。 

 ６、御所浦医療提供体制強化支援事業は、

架橋事業休止に伴う医療面の不安解消に当た

り、島内の医療提供体制を確保するため、天

草市が取り組む御所浦診療所と御所浦歯科診

療所を集約し、医師住宅や研修室を備えた新

たな診療所の建設事業に対し助成を行うもの

でございます。 

 ７、新型コロナウイルス感染症入院患者等

病床確保事業は、新型コロナウイルス感染症

患者等を受け入れる医療機関の空床確保に要

する経費について助成するものでございま

す。 

 最後に、８、新型コロナウイルス感染症入

院医療機関設備整備事業は、新型コロナウイ

ルス感染症患者等を受け入れる医療機関の人

工呼吸器等の設備整備に要する経費について

助成するものでございます。 

 医療政策課は以上でございます。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

 31ページをお願いいたします。 

主なものを説明いたします。 
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 国民健康保険指導費等の説明欄２、国民健

康保険保険基盤安定負担金につきましては、

市町村が行う低所得世帯の保険料(税)の軽減

等に要する費用について、国民健康保険法の

規定に基づき、県の負担金を交付するもので

ございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計繰出金に

つきましては、国民健康保険法の規定に基づ

き、保険給付のうち県負担分を特別会計へ繰

り出すものでございます。 

 32ページをお願いいたします。 

 国民健康保険につきましては、特別会計を

設けて運営しております。 

 説明欄の１、国民健康保険保険給付費等交

付金につきましては、市町村が医療機関等に

支払う保険給付や保険料の減免に要する費用

など国民健康保険事業に要する費用を市町村

へ負担するものです。 

 説明欄の２、社会保険診療報酬支払基金納

付金につきましては、後期高齢者支援金や介

護納付金を支払基金へ納付するものでござい

ます。 

 説明欄の４、特別高額医療費共同事業拠出

金につきましては、著しく高額な医療費の発

生による財政リスクを軽減するために、国民

健康保険中央会が行う特別高額医療費共同事

業に対する拠出金を納付するものでございま

す。 

 33ページをお願いいたします。 

 項目の２つ目の後期高齢者医療対策につき

ましては、後期高齢者医療制度に関する県の

法定負担金でございます。 

 説明欄１の(1)後期高齢者医療広域連合が

行う医療給付について、(2)高額医療費の軽

減について、(3)低所得者の保険料軽減につ

いて、それぞれ熊本県後期高齢者医療広域連

合に対して県の負担金を交付するものでござ

います。 

 国保・高齢者医療課は以上でございます。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 34ページをお願いいたします。 

 まず、新型コロナウイルス感染症対策に係

る宿泊療養の実施でございます。 

 説明欄１、軽症者等宿泊療養支援体制整備

事業は、新型コロナウイルス感染症の重症者

の病床を確保するため、宿泊施設、いわゆる

ホテルにおいて、軽症者の方に対して食事や

健康管理指導等の療養生活の支援を行う事業

でございます。 

 次に、健康づくりの推進です。 

 説明欄１の健康増進計画推進事業は、第４

次くまもと21ヘルスプランの進捗管理や受動

喫煙防止対策、令和３年度に策定を予定して

おります循環器病対策推進計画策定を行う事

業でございます。 

 ２の健康寿命推進事業は、県民の健康づく

りの意識の醸成や企業等の健康経営を推進す

るための普及啓発を行う事業です。 

 ３の糖尿病発症・重症化予防対策事業は、

糖尿病の発症予防及び重症化、合併症予防の

ため、熊本大学病院にコーディネーターを配

置しまして、医療スタッフの養成や二次医療

圏ごとの保健連携体制の整備を進めるための

事業です。 

 35ページをお願いいたします。 

 説明欄５の国保ヘルスアップ支援事業は、

糖尿病予防対策や医療費適正化に向けた医療

費分析、生活習慣病かかりつけ医研修等を行

う事業です。 

 ６の歯科保健推進事業は、県の歯科保健医

療計画に基づきまして、フッ化物洗口による

虫歯予防対策や人材育成など、県民の歯の健

康づくりを推進する事業です。 

 次に、がん対策の推進です。 

 説明欄３のがん診療施設設備整備事業は、

がん診療機能の向上を目的に、医療機関の施

設等へ助成を行う事業です。 

 次、36ページをお願いいたします。 
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 ４の緩和ケア提供体制発展事業は、熊本大

学病院が行うがん診療連携病院等の緩和ケア

協力体制整備や緩和ケアの普及啓発を進める

ものです。 

 ５のがん相談機能発展事業は、拠点病院に

配置していますがん相談員の研修や、がん患

者の皆様やその御家族の相談支援体制の整備

を進める事業です。 

 説明欄７のがん患者妊よう性温存治療費助

成事業は、ＡＹＡ世代と呼ばれる若い世代の

がん患者の妊娠するための力、いわゆる妊よ

う性を温存するための治療費について、男性

２万円、女性20万円を上限に助成を行う事業

です。 

 原爆被爆対策です。 

 原爆被爆者特別措置費は、被爆された方で

病気等の状態のある方へ健康管理手当などの

各種手当の支給を行う事業になります。 

 次、37ページをお願いいたします。 

 難病対策等の推進です。 

 説明欄１の指定難病医療費は、難病の方々

の負担軽減のために、医療費の一部を公費負

担するものです。 

 続きまして、２の難病相談・支援事業は、

難病の方や御家族の方からの日常や就労につ

いての相談など、様々な相談をお受けする事

業です。 

 最後になりますが、ハンセン病対策です。 

 ハンセン病事業費は、県民のハンセン病問

題についての正しい理解を深めるために、県

民を対象とした普及啓発や、令和２年度に開

設しましたハンセン病問題相談・支援センタ

ーの運営を実施するものです。 

 健康づくり推進課は以上です。よろしくお

願いいたします。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 38ページをお願いいたします。 

主な事業につきまして御説明いたします。 

 まず、項目の１つ目、生活衛生関係営業施

設等の振興及び衛生水準の維持向上でござい

ます。 

 ２の生活衛生営業振興対策事業は、公益財

団法人熊本県生活衛生営業指導センターが実

施する経営相談や研修事業などを通じて、各

生活衛生同業組合の専門的知識、技術等の取

得、後継者育成等に要する経費について助成

するものでございます。 

 次に、項目の２つ目、温泉の保護と適正利

用の推進でございます。 

 １の温泉保護対策事業は、温泉法に基づく

温泉の掘削、動力装置、温泉利用などの許可

手続に基づく調査や立入指導を実施するとと

もに、令和２年７月豪雨で被災した温泉地を

含む県内主要な温泉地に水位計を設置し、水

位や温度等の調査を実施するものでございま

す。 

 次に、項目の３つ目、新型コロナウイルス

感染症対策における宿泊療養の実施でござい

ます。 

 １の軽症者等の宿泊療養事業は、新型コロ

ナウイルス感染症の患者が増加した場合の入

院医療提供体制を確保するため、軽症者を受

け入れる旅館、ホテル等の宿泊施設の借り上

げを行うものでございます。 

 次に、項目の４つ目、新型コロナウイルス

感染症対策に係る医療物資の供給支援でござ

います。 

 １の医療物資供給支援事業は、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大期において、県内の医

療物資の安定供給を図るため、マスク、消毒

薬などの医療物資の供給や備蓄を行うもので

ございます。 

 39ページをお願いいたします。 

 項目の１つ目、臓器移植・骨髄移植の推進

でございます。 

 ２の臓器移植院内コーディネーター連携構

築事業は、院内コーディネーターを育成し、

医療従事者に対する臓器移植に関する知識の
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普及啓発や、臓器提供発生時に対応できるよ

う院内の連携体制を整備するものでございま

す。 

 項目の３つ目、薬物乱用防止対策の推進で

ございます。 

 １の薬物乱用防止事業は、青少年層に薬物

乱用が広がらないよう、県警や教育委員会な

どと連携して、小中学校、高等学校で薬物乱

用防止教室を開催することで、薬物の正しい

知識の普及を図り、薬物乱用を許さないくま

もとづくりを進めてまいります。 

 40ページをお願いいたします。 

 災害時医薬品供給体制構築事業でございま

す。 

 １の災害時医薬品供給体制構築事業は、災

害時に円滑かつ迅速に医薬品の提供体制を確

保するため、医薬品等安定供給確保マニュア

ルの作成、災害支援薬剤師の養成、医療支援

体制合同訓練の実施等を行ってまいります。 

 薬務衛生課は以上でございます。 

 

○橋口海平委員長 続いて、病院局の説明に

移ります。 

 渡辺病院事業管理者から総括説明をお願い

します。 

 

○渡辺病院事業管理者 病院局でございま

す。 

 県立こころの医療センターが現在重点を置

いております取組と病院経営の概要について

御説明いたします。 

 当センターは、本県における精神科医療の

中核病院として、２つの役割を担っておりま

す。 

 １点目は、セーフティーネット機能を持つ

医療機関としての役割でございます。 

措置入院など、民間では対応が困難な患者

の受け入れや薬物やアルコール依存など、医

療面で高度な専門性を要する患者の治療に積

極的に取り組んでおります。また、精神疾患

のある新型コロナウイルス感染症患者の入院

も受け入れております。 

 ２点目は、政策的、先導的精神科医療を推

進する役割でございます。 

現在、退院した患者の地域移行支援と児童

思春期医療に重点を置いて取り組んでおりま

す。このうち、患者の地域移行支援につきま

しては、長期間入院していた患者がそれぞれ

の地域で自立した生活を送ることができるよ

う、退院後のサポートを行っております。ま

た、児童思春期医療につきましては、外来診

療から入院診療まで、発達障害など子供の心

の問題に係る診療サービスの提供を行ってお

り、今後とも積極的に取り組んでまいりま

す。 

 次に、病院経営の概要についてでございま

すが、ただいま御説明いたしましたとおり、

県立病院といたしまして、県内精神科医療の

セーフティーネット機能や政策的、先導的機

能を担っているところでございます。 

 これらは、その性格上、収支が厳しくなら

ざるを得ない分野であると考えております。

しかしながら、一般会計からの繰入金に過度

に頼ることのないよう、引き続き、経費の削

減とさらなる医業収益の確保に努めてまいり

ます。 

 以上が当センターの概要でございますが、

詳細につきましては、総務経営課長が説明い

たしますので、よろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 引き続き、担当課長から

説明をお願いします。 

 

○杉本総務経営課長 病院局総務経営課でご

ざいます。 

 41ページをお願いします。 

 令和３年度の当初予算総括表を記載してお

ります。 

病院事業におきましては、公営企業会計を

採用しており、収益的収支と資本的収支に分
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かれております。表下の(注)に記載しており

ますが、収益的収支とは、企業の経営活動、

すなわち病院の診療等に伴って発生する収益

と費用をいい、資本的収支とは、建物、施設

の建設や企業債の元金償還などの費用とその

財源となる収入をいっております。 

 内訳については、後ほど御説明いたしま

す。 

 次の42ページをお願いいたします。 

 まず、項目１、病院の概要を御覧くださ

い。 

 開設時期、所在につきましては、資料記載

のとおりでございます。 

 次の病床数は、稼働病床150床です。その

うち、10床は、肺結核合併症のための病床と

なっておりますが、現在は、この病床を活用

して、精神疾患のあるコロナウイルス感染患

者を受け入れることとしております。 

 診療科目、設置根拠ほかは、記載のとおり

です。 

 次に、項目２の第３次中期経営計画の主な

取組みを御覧ください。 

 まず、１のように、県立の精神科医療機関

の役割として、セーフティーネット機能の維

持、充実を図るとともに、地域生活支援や児

童思春期医療などの政策的、先導的医療に取

り組むこととしております。また、昨年度か

ら引き続き、新型コロナウイルス感染患者の

受入れ体制も確保してまいります。 

 次に、２のように、医療の質の向上と安全

を確保し、患者や家族等との相互協力の下、

利用者の立場に立った医療の提供を行ってま

いります。 

 次のページをお願いします。43ページで

す。 

 ３のように、国が進める「入院医療中心か

ら地域生活中心へ」という方向に沿って、患

者の社会生活に向けた支援の充実を図り、短

期治療型の病院を目指してまいります。 

 次の４のように、精神科医療を支える人材

の教育、研修の推進やＤＰＡＴの派遣を含む

精神科災害医療への対応等、地域に貢献でき

る病院を目指してまいります。 

 そして、次の５のように、これらの基本方

針を実現するため、職員の勤務環境を改善し

ていくとともに、運営体制を強化し、安定し

た経営基盤を確立してまいります。 

 続きまして、次の44ページをお願いいたし

ます。 

 これまで御説明いたしました第３次中期経

営計画の具体的な目標値は、記載のとおりで

ございます。 

 次の項目３、令和３年度予算を御覧くださ

い。 

 予算は、中期経営計画に基づき編成してお

ります。特に、今年度は、老朽化した空調設

備の改修と照明のＬＥＤ化等を行う大規模改

修事業の予算として、４億6,786万円余を計

上しております。これは２か年の改修事業と

なるため、来年度は、４億7,446万円余の事

業費を見込んでおります。 

  予算全体を説明いたします。 

 まず、下の表の左側、収益的収支を御覧く

ださい。 

 病院事業の収益合計は、17億2,314万円余

です。内訳には、一般会計負担金８億9,195

万円余を含んでおります。病院事業の費用に

は17億2,244万円余を計上しておりますの

で、収支差し引いた損益は、70万余の黒字を

見込んでおります。 

 次に、表の右側、資本的収支を御覧くださ

い。 

 収入合計は、６億4,497万円です。内訳

は、企業債４億8,200万円と企業債償還のた

めの一般会計負担金１億6,297万円です。支

出合計は、７億5,513万円余で、内訳は、先

ほど御説明いたしました大規模改修事業等の

建設改良費と企業債元金の償還金となってお

ります。収支の差引きで１億1,016万円余の

赤字となっておりますが、これには過年度分
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損益勘定留保資金を充当することとしており

ます。 

 病院局の説明は以上でございます。 

 

○橋口海平委員長 以上で後半グループの説

明が終わりましたので、質疑を受けたいと思

います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って着

座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

○池田和貴委員 薬務衛生課の38ページ、軽

症者等の宿泊療養事業、これは今現在、何床

ぐらい確保されているんですかね。 

 

○樋口薬務衛生課長 現在４施設で、受入れ

可能室が440室でございます。 

 

○池田和貴委員 440ですね。はい、分かり

ました。これだけ確保していれば……。今稼

働率ってどれくらいですか、今は少ないです

よね、多分。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 現在、昨日まで16名の方が入院されており

ます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。了解です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

 

○池永幸生委員 36ページの原子爆弾の特別

措置費ですけれども、被爆された方の子供さ

んたち、二世被爆者、そこまで把握されてい

ると思いますけれども、今ほとんど三世、お

孫さんたちももう大きくなられたんじゃなか

ろうかな、そういったところまで加味されて

いるのか、もしくは二世で終わりなのか、ち

ょっと伝えてもらってよろしいでしょうか。 

 

○岡健康づくり推進課長 被爆者二世につき

ましては、名簿登録者254名ということで把

握しております。それと、被爆者の方の相談

事業も今やっておりまして、その予算も含め

て対応しております。 

 三世については、正確な数字は今持ち合わ

せておりませんので。 

 

○池永幸生委員 被爆された方のやっぱりお

孫さんたちも、体の変調が多少あるかと思い

ます。そのことをまた一回追跡して調査され

ることをお願いしたいと思います。 

 

○岡健康づくり推進課長 分かりました。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

 なければ、以上で後半グループの質疑を終

了いたします。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が１件あっておりま

す。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いいたします。 

 

○椎場健康福祉政策課長 別紙でお配りして

おります報告資料、令和３年度４月補正予算

の概要をお願いしたいと思います。――よろ

しいでしょうか。 

 新型コロナウイルス感染症への対応に必要

な予算につきまして、４月16日に知事専決処

分により予算化させていただいたものでござ

います。次の議会に専決処分の報告・承認議

案として提出することになりますが、本日

は、その概要を御報告させていただきます。 

 ４月補正予算の主な内容といたしまして、
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(1)感染症の拡大防止として、ワクチンの円

滑な接種を進めるための体制整備に係る予算

7,300万円を計上しております。 

 また、(2)県民生活・県経済への影響の最

小化のうち、当委員会の所管の予算といたし

ましては、１つ目の低所得の子育て世帯への

特別給付金としまして２億8,600万円、２つ

目の生活福祉資金の貸付原資の増額としまし

て39億1,000万円、計41億9,600万円を計上し

ております。 

 ４月補正予算全体としましては、81億

6,700万円の増額補正となりまして、補正後

の予算額は、8,732億8,100万円となります。 

 以上が４月補正予算の概要でございます。

よろしくお願いします。 

 

○橋口海平委員長 報告が終了しましたの

で、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○藤川隆夫委員 新型コロナワクチンの接種

体制の件でお尋ねをしたいと思います。 

 現在、ワクチン自体が、その人口比に沿っ

て、恐らく国から来ているというふうに思い

ます。各自治体に分配されている状況かと思

いますけれども、その中で、まだまだ接種は

進んでいない状況かというふうに思います。 

 国のほうの、新聞等で見ると、９月中にと

か、いろんな形で出てきておりますけれど

も、現状はどの程度の見込みで、ある程度全

県民に接種ができるのか、また、接種をする

に当たって、当然登録をして、そして予約を

取らないといけないという作業が実はありま

して、熊本市の医療機関においても、この間

の熊本市の場合、４月15日に予約受付が始ま

ったわけなんですけれども、その際に、10時

から予約受付だったんですけれども、10時ち

ょっと過ぎに開いたような状況があり、その

中で、登録をしようと思っても約１時間から

１時間半ぐらいストップしてしまっていると

いう状況が実はありました。 

 そういう意味において、医療従事者でそう

いう状況でありますので、今後、県民全体で

その予約をして打っていくという状況の中

で、その体制整備ですよね、スムーズに予約

ができる体制整備というのをやっぱりつくっ

ていかないといけないと思います。 

 医療従事者だけで、先ほど言ったように１

時間半も止まってしまうじゃ、これ、ちょっ

と困った話になると思いますので、その付近

の構築を含めて、今の現状を教えていただけ

ればと思います。 

 

○樋口薬務衛生課長 現在の県内のワクチン

の状況についてお答えします。 

 まず、配分の状況ですけれども、医療従事

者向けのワクチンにつきましては、５月10日

の週に9,360人分の配分がされる見込みであ

りまして、これで県内全ての医療従事者８万

5,000人分の接種が可能となります。また、

高齢者向けのワクチンにつきましては、４月

26日の週と５月３日の週に約５万8,000人分

の配分があります。 

 一応、国のほうでは、６月の末までには、

県内の高齢者約54万人分の配分を完了すると

いう見込みになっております。５月３日の週

までには、県内の高齢者約13％が接種できる

ワクチンが配分される見込みとなっておりま

す。 

 また、国の情報では、５月の10日、17日の

週に約300箱が配分される予定となっており

まして、その後も、約300箱ずつ県内のほう

に入ってくるという予定となっております。 

 ファイザーのワクチンにつきましては、高

齢者までを接種するという計画になっており

まして、その後の一般の県民につきまして

は、そのほかのワクチンが接種されることと

なりますけれども、そのほかのワクチンにつ

きましては、アストラゼネカ社、一般の医薬

品と同じような流通になりますので、今回、
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ファイザー社のようなマイナス75度の保管と

いう大変不便な管理がありませんので、その

辺は通常の医薬品の流通状況と同じように流

通していくのではないかというふうに考えて

おります。 

 また、先ほど委員のほうからお話がありま

した医療従事者の接種につきましては、県の

ほうが行っておりまして、委託業者のほうに

本県独自の予約システムを作成していただい

ております。 

 ４月15日の午後１時から３時までに予約シ

ステムのほうのサーバーのほうが負荷がかか

りまして、一時期つながらない状態が２時間

ほどありました。御迷惑かけまして大変申し

訳ございませんでした。 

 今後このような、同じようなことがないよ

うに、委託業者のほうに予約システムの運用

の改善のほうを行っていただいておりまし

て、その点については改善がされておりま

す。 

 また、高齢者の接種につきましては、県独

自の予約システムではなくて、各市町村でコ

ールセンターを設けたり、それぞれの予約シ

ステムを設けて高齢者からの予約を行うとい

うふうになっております。 

 ただ、今議員の御指摘のほうにありました

とおり、報道等で見ますと、高齢者の接種で

予約センターにつながらないだの事例があっ

ているようですので、予約時に混乱が起きな

いように工夫するよう、市町村のほうには、

ウェブ会議等を通じまして周知のほうを行っ

ていこうと思っております。 

 以上です。 

 

○藤川隆夫委員 今ので大体流れは分かりま

したんで、これがスムーズにいくようにとや

っぱり願うばっかりだというふうに思います

んで、体制整備をよろしくお願いしたいと思

います。 

 もう１点、実は、先ほど言っとった県民一

般向けに関してはアストラゼネカのワクチン

を使うという話がありまして、実は、ＫＭＢ

で恐らくワクチンを詰める作業をやっていく

というふうに思いますけれども、この現状の

状況というのは分かりますか、いつ頃になっ

たらリリースができるのか、検定も終わって

できるのかというのが分かれば教えてくださ

い。 

 

○樋口薬務衛生課長 まだ情報提供の段階で

すけれども、ゴールデンウイーク明けにワク

チンの試験が行われるというふうに聞いてお

ります。その試験の結果を受けまして、多分

薬事承認がなされるものというふうに考えて

おりますけれども、薬事承認がなされた際に

は適切に判断していきたいというふうに考え

ております。 

 

○藤川隆夫委員 分かりました。検定に合格

することをこれも願うばっかりです。これが

通らないと、恐らくスムーズに接種ができな

いというふうに考えております。ただ、アス

トラゼネカ社製のものに関しては、様々な副

反応の話も出ておりますんで、この部分も、

イギリス等から情報を収集し、きちっと県民

に知らせていただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

 それでは、その他でほかに何かありません

か。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 なければ、以上で本日の

議題は終了いたしました。 

 最後に、要望書等が１件提出されています

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして第２回厚生常

任委員会を閉会いたします。 
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 お疲れさまでした。 

  午前11時41分閉会 
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